
令和年月日 水曜日 (第号付録) 月目録官報目録

日

号
外

ペ
ー
ジ

〇
総

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、

環

境

省
、
防

衛

省

一

化
学
物
質
の
審
査
及
び
製
造

等
の
規
制
に
関
す
る
法
律
施

行
令
附
則
第
四
項
の
表
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ｓ
又
は
そ
の
塩
の
項
、
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
若
し
く
は
そ
の
異
性

体
又
は
こ
れ
ら
の
塩
の
項
、

ペ
ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
酸

関
連
物
質
の
項
又
は
Ｐ
Ｆ
Ｈ

ｘ
Ｓ
若
し
く
は
そ
の
異
性
体

又
は
こ
れ
ら
の
塩
の
項
に
規

定
す
る
消
火
器
、
消
火
器
用

消
火
薬
剤
及
び
泡
消
火
薬
剤

に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
を

定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

一
二

二

〇
法

務

省

三
九

地
方
出
入
国
在
留
管
理
局
組

織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

一
二
130
四
一

四
〇

法
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

一
二
130
五
二

四
一

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

二
三
137

九

四
二

更
生
保
護
委
託
費
支
弁
基
準

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

二
五
140
六
八

四
三

戸
籍
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

二
六

二

〇
外

務

省

一
八

領
事
官
の
徴
収
す
る
手
数
料

の
額
を
定
め
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

二
四
139

一

一
九

国
外
に
お
け
る
旅
券
手
数
料

の
額
を
定
め
る
省
令
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

二
四
139
一
三

二
〇

旅
券
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令

二
四
139
二
九

〇
財

務

省

四
六

日
本
銀
行
の
公
庫
預
託
金
取

扱
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

二
六
141
五
一

四
七

国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省

令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

二
九
143

七

〇
財

務

省
、
文
部
科
学
省
、

厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省
、
環

境

省

一

遺
伝
子
組
換
え
生
物
等
の
使

用
等
の
規
制
に
よ
る
生
物
の

多
様
性
の
確
保
に
関
す
る
法

律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

三
〇
144
四
八

〇
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省
、
環

境

省

二

食
品
循
環
資
源
の
再
生
利
用

等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第

二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
三

項
の
規
定
に
よ
る
立
入
検
査

を
す
る
職
員
の
携
帯
す
る
身

分
を
示
す
証
明
書
の
様
式
を

定
め
る
省
令
及
び
食
品
循
環

資
源
の
再
生
利
用
等
の
促
進

に
関
す
る
法
律
第
二
十
四
条

第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定

に
よ
る
立
入
検
査
の
際
に
携

帯
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す

証
明
書
の
様
式
の
特
例
に
関

す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令

三
〇
144
四
八

〇
文
部
科
学
省

二
五

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

一
二
130
五
三

〇
文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
、

環

境

省

一

環
境
教
育
等
に
よ
る
環
境
保

全
の
取
組
の
促
進
に
関
す
る

法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令

三
〇
144
四
八

〇
厚
生
労
働
省

九
八

特
別
児
童
扶
養
手
当
等
の
支

給
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則

及
び
障
害
児
福
祉
手
当
及
び

特
別
障
害
者
手
当
の
支
給
に

関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令

四
124

一

九
九

特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保

健
指
導
の
実
施
に
関
す
る
基

準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

五
125
七
三

一
〇
〇

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

一
〇
128
二
〇

一
〇
一

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
に
関
す
る
法
律

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

標
準
化
対
象
事
務
を
定
め
る

政
令
に
規
定
す
る
デ
ジ
タ
ル

庁
令
・
総
務
省
令
で
定
め
る

事
務
を
定
め
る
命
令
第
十
六

条
各
号
に
規
定
す
る
事
務
の

処
理
に
係
る
シ
ス
テ
ム
に
必

要
と
さ
れ
る
機
能
等
に
関
す

る
標
準
化
基
準
を
定
め
る
省

令

一
一
129

二

一
〇
二

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
に
関
す
る
法
律

第
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る

標
準
化
対
象
事
務
を
定
め
る

政
令
に
規
定
す
る
デ
ジ
タ
ル

庁
令
・
総
務
省
令
で
定
め
る

事
務
を
定
め
る
命
令
第
七
条

第
四
号
に
規
定
す
る
事
務
の

処
理
に
係
る
シ
ス
テ
ム
に
必

要
と
さ
れ
る
機
能
等
に
関
す

る
標
準
化
基
準
を
定
め
る
省

令

一
一
129

三

一
〇
三

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
第
二

条
第
十
五
項
に
規
定
す
る
指

定
薬
物
及
び
同
法
第
七
十
六

条
の
四
に
規
定
す
る
医
療
等

の
用
途
を
定
め
る
省
令
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

一
七

二

一
〇
四

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

一
九

二

一
〇
五

介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
二
136

一

一
〇
六

財
団
法
人
日
本
遺
族
会
に
対

す
る
国
有
財
産
の
無
償
貸
付

に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
る
財
産
使
用

の
承
認
手
続
に
関
す
る
省
令

を
廃
止
す
る
省
令

二
五

二

一
〇
七

栄
養
士
法
施
行
規
則
等
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令

二
五
140
七
四

一
〇
八

と
畜
場
法
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

二
九
143

八

一
〇
九

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症

の
患
者
に
対
す
る
医
療
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部

を
改
正
す
る
省
令

二
九
143

八

一
一
〇

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一

部
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働

省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関

す
る
省
令

三
〇
144
四
九
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